
平成 18年 5月 31日 
 
お客さま 各位 
 

メリルリンチ・インベストメント・マネジャーズ株式会社 
 
 
証券取引等監視委員会による検査結果に基づく行政処分の勧告について 

 
 
弊社では、去る 3月上旬より証券取引等監視委員会による検査を受けておりましたが、

本日、弊社の業務において法令諸規則の違反が認められるとして証券取引等監視委員会か

ら金融庁に対して、行政処分を行うよう勧告が行われました。 
行政処分勧告の対象となった事由は別紙の通りです。 

 
弊社では今回の行政処分勧告を厳粛に受け止め、健全かつ適切な業務運営を確保すべく、

法令遵守および内部管理体制の更なる強化に取り組んでゆく所存でございます。 
 
弊社のお客さま（販売会社の皆様及び受益者の皆様）をはじめ、関係各方面の皆様に多

大なご心配とご迷惑をお掛けいたしますことを深くお詫び申し上げます。 
 

以 上 
 



（別紙） 
 
 (1) 投資信託財産及び投資一任契約運用資産相互間において取引を指図等する行為 
    
メリルリンチ・インベストメント・マネージャーズ株式会社は、①平成 15年４月 14
日から平成 17年 8月 31日までの間、6回にわたり、投資信託財産の運用において、組
入株式の組入比率の調整等を行う際に、他の投資信託財産との相互間において、取引

を行うことを受託会社に指図した。 
また、当社は、②平成 15年４月 14日から平成 18年１月 19日までの間、38回にわた
り、投資信託財産又は投資一任契約運用資産の運用において、組入株式の組入比率の

調整等を行う際に、顧客に対する開示及び文書による顧客の同意を得ることなく、投

資一任契約運用資産相互間又は投資信託財産と投資一任契約運用資産相互間において

相互間取引を実行した。 
   当社が行った上記①の行為は、投資信託及び投資法人に関する法律第 15 条第１項第
２号に該当し、上記②の行為のうち、投資一任契約運用資産相互間において、顧客に

対する開示及び文書による顧客の同意を得ないまま相互間取引を行った行為は、日本

証券投資顧問業協会理事会決議「業務運営にあたり留意すべき基準について」５.イ
に、投資信託財産と投資一任契約運用資産相互間において、顧客に対する開示及び文

書による顧客の同意を得ないまま相互間取引を行った行為は、同理事会決議５.ロに違
反する。 
 また、上記①及び②のような行為が発生している当社の業務の状況は、投資信託及

び投資法人に関する法律第 40条第 1項に定める業務改善命令の要件となる「投資信託
委託業者の業務の健全かつ適切な運営を確保し、投資者の保護を図るため必要があ

る」に該当するものと認められる。 
 

(2) 善管注意義務違反 
 

  
 
 メリルリンチ・インベストメント・マネージャーズ株式会社は、平成 16 年３月 25
日、投資一任契約を締結している投資一任契約運用資産の運用において、組入れ株式

の売却注文を他の投資一任契約運用資産との相互間取引によって執行し約定を成立さ

せたと認識していたが、同月 29 日、誤発注により当該投資一任契約運用資産の運用口
座ではなく、全く別の投資信託財産の口座で売却していたことに気付き、翌 30 日、当
該投資一任契約運用資産の売付けと、誤発注により売却していた投資信託財産での買

付けを対当させることにより、誤発注に係る訂正処理を実行した。 
 上記の誤発注取引は、売却を行うべき口座の確認を十分に行わないまま発注してい

たことから発生していたが、当社においては、当該取引による投資信託財産に与えた

影響の分析等も十分に行われないまま、対当売買によって訂正処理を完結させてお

り、本来自らが負担すべきと考えられる当該取引により発生した損失を当該投資信託

の受益者に負担させているばかりでなく、当該誤発注取引の発生及び訂正処理の内容

について受益者に対し何ら説明していなかった。 
 当社における上記のような状況は、投資信託及び投資法人に関する法律第 14 条第 2
項に違反する。  

 


